
４．子育てと子どもの成長を支える環境の充実

（１）子どもたちの豊かな学びと成長

（評価担当者）

教育部長 亀山 隆

■基本施策が目指す姿

■関連する分野別計画
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■市民アンケート調査

■総合評価

施策評価シート（令和元年度）

(基本施策の大綱)

(基本施策)

　子どもたちが、将来の自立につながる生きる力を身に付けています。

　亀山市学校教育ビジョン

現状値
実績値

目標値
単位 H29 H30 R1 R2 R3

8

普通教室等への空調機設置率（小） ％ 36.2 H28 44.3 49.7 100 100

コミュニティ・スクール実施校数 校 3 H28 3 6 9

87.9

100

普通教室等への空調機設置率（幼） ％ 25.0 H28 25.0 25.0 100 100

普通教室等への空調機設置率（中） ％ 50.0 H28 50.9 100 100

91 H27 91.5 91.0 91.0

92

学校評価アンケートにおける授業理解度（中） ％ 83 H27 80.3 81.0 87.1 85

学校評価アンケートにおける授業理解度（小） ％ 88 H27 88.7 88.6

92

学校評価アンケートにおける学校満足度（中） ％ 91 H27 88.3 83.9 92.6 92

項目
現状値
[H27]

１次
[H30]

２次
[R2]

市民アンケートの考察

1 小中学校の施設や設備が整っている
重要度 1.44 1.38

学校評価アンケートにおける学校満足度（小） ％

満足度 0.05 0.29

3
青少年を見守り応援する活動が行われてい
る

重要度 1.44 1.39

2 学校教育の内容や取組が充実している
重要度 1.50 1.41

満足度 0.39 0.55

4
重要度
満足度

5
重要度

　多様な教育課題の解決に対して、引き続き「地域とともにある学校づくり」の取組を継続し、令和2年度に学校運営協議会が設置された学校
（小学校2校、中学校1校）おいて運営を支援するとともに、学校運営協議会未設置校（小学校1校、中学校1校）をコミュニティスクール設立
準備校とし、令和3年度当初に市内小中学校全校がコミュニティスクール実施校となるよう取組を進める。
　また、新型コロナウイルス対応やICTの活用等、学校教育における新たな課題についても地域の様々な人材が子どもの学びを支えるために活
躍できる仕組みづくりを進める。

Ａ
　「地域とともにある学校づくり」のうち、重点的に取組を進めているコミュニティスクールに関して、すでに目標値である8
校を達成して9校が学校運営協議会を立ち上げ、コミュニティスクール実施校となった。また、普通教室等への空調設
備設置も小学校・中学校・幼稚園ともに設置事業が完了し、目標値である設置率100％を達成した。
　学校評価アンケートにおいて中学校の授業理解度が前年度比6.1ポイント、学校満足度が前年度比8.7ポイントと大きく
向上し、それぞれ目標値を超えている。これらは、「すべての子どもの学びを支える教育の推進」における個の学び支援
事業や少人数教育推進事業等により、家庭教育や不登校などの課題は抱えつつも、きめ細やかな実践を行ってきたこ
とに対する成果と捉える。順調に進んでいる

反省点・課題

　成果指標における学校評価アンケートにおいて、小学校の授業理解度がわずかながら減少（0.7ポイント）し、学校満足度も横ばいとなってお
り、この2項目のみ目標値に達していない。特に小学校における授業理解度は目標値まで4.1ポイント下回っている。実際は小学校における学
力は国、県比較においても年々向上しており、それらの成果が授業満足度や学校満足度に結び付いていないため、要因を分析する必要があ
る。また、不登校児童生徒については減少に転じてはいない。
　放課後子ども教室や愛の運動は地域のボランティアによって事業が行われているが、地域の担い手の高齢化が進み、事業の継続自体が困
難になりつつある地区がある。

今後の展開方針

満足度

総合判定 左記の総合判定とした理由

　小中学校の施設や設備が整っている。学
校教育の内容や取組が充実している。青少
年を見守り応援する活動が行われている。の
いずれも重要度は若干減少しているものの、
満足度は3項目とも上昇している。これは、空
調機整備を含めた学校施設の計画的な整
備やコミュニティスクール、放課後子ども教
室、愛の運動の取り組みを通して、開かれた
学校運営が浸透しつつあると考える。

満足度 0.40 0.43



（施策の方向に関する評価）
施策の方向①　　地域とともにある学校づくり
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施策の方向②　　学びの環境の充実
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施策の方向③　　子どもたちの育ちのための学びの展開
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（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　施策を進めるにあたり、市内の小中学校における学校
運営協議会の設置を支援し、コミュニティスクール実施
校を拡大する取組を行った。また、各学校における特徴
的な実践に関する研修会を実施し、他校の参考となる
取組を紹介した。

　「地域とともにある学校づくり」のうち、重点的に取組を
進めているコミュニティスクールに関して、目標値を上回
る9校が学校運営協議会を立ち上げ、コミュニティスクー
ル実施校となった。そのような環境下、各校が地域の特
性を活かした特色ある学校づくりの取組が進んでいる。

順調に進んでいる

成果

19148 特色ある学校づくり事業（小学校費） 標 2,715 2,551 Ａ Ａ
関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

19149 特色ある学校づくり事業（中学校費） 標 622 541 Ａ Ａ

19182 コミュニティスクール推進事業 標 278 60 Ａ Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

地域の方々による校内清掃等のボランティア活動 Ａ Ａ

田植えや収穫等の農業体験学習及び、地域人材による特色ある学習 Ａ Ａ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　普通教室の空調整備をすべて完了し、井田川小学校
校舎増築・給食室改修事業を進めるとともに、各施設の
状況に応じた整備を実施した。
　井田川小学校校舎増築・給食室改修事業では、詳細
設計を行い、令和元年度分の給食室改修を完了させ、
次年度の校舎及び給食室の工事が円滑に進むよう計
画的に事業を実施した。

　計画的に事業を進めることにより、次年度には井田川
小学校の教室不足、給食室の老朽化・スペース不足が
解消できる見込みであり、学びの環境整備が推進できて
いる。
　また、緊急的な対応を含めて整備に取り組むことで、
施設の長寿命化と子どもたちの快適な学校生活につな
げている。

順調に進んでいる

17072 中学校給食実施事業 主 44,305 38,131 Ａ Ａ

成果

19013 井田川小学校校舎増築・給食室改修事業 主 21,560 21,034 Ａ Ａ

Ａ

19027 施設整備費（中学校費） 標 3,300 3,113 Ａ Ａ

19008 施設整備費（小学校費） 標 13,700 13,640 Ａ

Ａ

19273 地場農畜産物利用推進事業 標 301 272 Ａ Ａ

19043 施設整備費（幼稚園費） 標 4,500 4,316 Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

三重県建設労働組合亀山支部の支援による学校施設整備 Ａ Ａ

通学路交通安全プログラムによる通学路点検 Ａ Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　英語活動や情報教育、図書館教育、体育・文化活動
等学校教育の中でも専門的な活動の推進においては、
各分野の専門性の高い人材による教職員支援を行って
いる。また、学力向上推進事業では「学力向上推進計
画【第3版】）を策定し、授業改善に係る取組を行ってい
る。

　図書館教育の充実においては、支援員やボランティア
と教職員の連携した取組により、野登小学校が「子ども
の読書活動優秀実践校」として、文部大臣表彰を受賞
するなどの成果を上げている。
　学力向上や授業満足度においては、中学校における
授業の理解度や学校満足度が向上し、目標値を上回っ
ている。

順調に進んでいる

成果

17073 英語教育推進事業 主 25,990 24,459 Ａ Ｂ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

17074 情報教育推進事業（小学校） 主 28,808 25,673 Ａ Ａ

17075 情報教育推進事業（中学校） 主 14,295 12,932 Ａ Ｂ

Ａ

17077 学力向上推進事業 主 4,213 3,657 Ａ Ｂ

17076 学校図書館支援事業 主 19,450 19,000 Ａ

Ａ

19030 体育・文化活動支援事業（中学校費） 標 490 326 Ａ Ａ

19015 体育・文化活動支援事業（小学校費） 標 1,933 1,440 Ａ

Ａ

19105 幼児教育推進事業 標 2,134 1,722 Ａ Ａ

19033 中学校体験活動支援事業 標 544 516 Ａ

Ｂ

19271 道徳・人権教育推進事業 標 585 430 Ａ Ｂ

19106 教職員研修事業 標 1,553 1,046 Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

大学生教育アシスタントによる学習補助 Ａ Ａ

地域及び保護者等による図書館ボランティア活動 Ａ Ａ



施策の方向④　　家庭・地域の教育力の向上
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施策の方向⑤　　すべての子どもの学びを支える教育の推進
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施策の方向⑥　　青少年の健全育成と青少年活動の促進
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（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　基本的生活習慣の確立、自己肯定感の向上を軸とし
た家庭教育出前講座開催を行うとともに、訪問型家庭
教育支援の在り方についての方向性を転換した取り組
みとして、社会教育委員会において、子育て家庭に向け
た応援メッセージ「かめやまお茶の間10選（実践）」を策
定し、広報、ケーブルテレビ等で周知を図った。

　家庭教育出前講座や「かめやまお茶の間10選（実
践）」を通じて、基本的生活習慣や自己肯定感確立につ
いての意識啓発は進められたが、参加者と非参加者の
両極化の傾向が見られ、家庭だけでなく、地域・福祉、
教育の連携により、関心のない家庭に対して少しずつ意
識醸成を図っていく必要がある。

まずまず進んでいる

成果

17086 かめやまげんきっこ育成事業 主 1,480 1,331 Ｂ Ｂ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

19132 子育て学習展開事業 標 1,215 895 Ｂ Ｂ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

教育を語り合う会におけるお茶の間10選（実践）のキックオフ Ａ Ｂ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　「すべての子どもの学びを支える教育の推進」におい
て、誰一人として取り残さない教育を進めるため、インク
ルーシブ教育や個に応じた支援、個別の課題を克服す
る取組等を関連する事業全般において行ってきた。

　個に応じたきめ細やかな教育の推進や、教育的に不
利な立場に置かれている子どもの支援等は進む一方
で、不登校児童生徒は年々増加しており、今後において
はICT機器の活用等、新たなアプローチと柔軟な対応が
必要となっている。

まずまず進んでいる

成果

17078 個の学び支援事業（幼稚園） 主 13,390 12,128 Ａ Ａ

関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

17079 個の学び支援事業（小学校） 主 58,040 55,548 Ａ Ａ

17080 個の学び支援事業（中学校） 主 14,857 13,330 Ａ Ａ

Ａ

17082 生活困窮者自立支援事業（学習支援事業） 主 3,087 1,943 Ｂ Ｂ

17081 少人数教育推進事業 主 24,786 23,368 Ａ

Ａ

19116 生徒指導充実事業 標 2,073 1,794 Ａ Ｂ

19259 特別支援教育推進事業 標 378 324 Ａ

Ｂ

19286 外国人児童生徒教育支援事業 標 2,980 2,602 Ａ Ｂ

19111 適応指導教室事業 標 3,172 2,997 Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

外国人児童生徒に対する進路指導イベント「学校に行こう」の開催 Ａ Ａ

通級指導教室通級者の交流活動「こみけ」の実施 Ａ Ａ

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ａ
　青少年育成市民会議において、第3次「『亀山っ子』市
民宣言」具現化行動計画の初年度として、「愛の運動」
やサマーキャンプの開催など実践を通じて、地域で子ど
もを育む意識醸成を図る取組を進めた。また、青少年
総合支援センターにおいて、補導員による地域・学校と
連携した子どもの見守りと、支援員による青少年の社会
的自立の支援を実施した。

　「地域の子どもは地域で育む」という意識醸成が進み、
「『亀山っ子』市民宣言」の具現化行動計画の実践によ
り一定の成果を得た。
　また、青少年総合支援センタ―の補導員・支援員の
地域・学校など関係機関と連携した活動により、子ども
の見守りや社会的自立が遅れている青少年の支援が推
進できた。

順調に進んでいる

成果

19099 青少年健全育成費 標 4,817 4,688 Ａ Ａ関
連
事
業

番号 事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円] 活動

19100 青少年総合支援センター費 標 14,782 13,479 Ａ Ａ

19101 成人式開催費 標 596 500 Ａ Ａ

Ａ

事
業
以
外

の
取
組

内容 活動 成果

自主防犯パトロールの立ち上げ支援 Ａ Ａ

中学生のメッセージ2019（第41回少年の主張三重県大会）の開催 Ａ

19289 青少年自立支援事業 標 4,068 3,887 Ａ

地域ボランティアによる登下校時の見守り活動 Ａ Ａ

Ａ


